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  「Ⅱ 流れる水面」では、波をモチーフにしたドローイングや映像作品を通して、その「膜」性を浮
かび上がらせ、さらには身体の皮膚という膜へのアナロジーにも言及がされる。 
 「Ⅲ 現象と心」では、膜への考察はさらに深化、新展開をみせ、意識の宿る場所として皮膚という
ような、単なる物質としての膜ではない、精神との関わりで論考が続き、またその具体的な表現として
の作品が提示される。 
 「Ⅳ 内なる海」では、ここまで論じてきた膜から、さらに膜の向こう側の世界へと突き抜け、膜の
向こうにある暗く奥深い世界へと思いを馳せる。そして「向こう側」が提示されることによって、再び、
その手前にある膜の世界が浮かび上がり、筆者が考える膜という世界観を語ることが完結する。 
 筆者は、ドローイングや映像作品によって、海や皮膚という膜のモチーフを作品にしている。この論
文では、そのような制作が、どのような世界観や美意識から生まれ、創られてくるかが検証される。 
 筆者が、美術作品の制作を通してつかんだ世界のありようを、ここでは論文という形でまとめ上げて
いるが、それは今後の作品制作に資することも大きく、また筆者の作品への、我々鑑賞者に対しても、
より深い見方を誘うことになる。 
 以上の理由て、この論文には大きな意義があり、東京藝術大学大学院美術研究科の博士論文として高
く評価できる。よって、本論文を合格としたい。 
 
（作品審査結果の要旨） 
 
 海と対峙すること、表現を模索することを同位置にとらえた町野の表現は、海面をとおして現われる
表層や膜を、「膜としての皮膚」「膜としての水面」「膜としての布」「膜としての絵画」に置換し、その
変化を追い求め続けることで表現を展開してきた。町野は、作品をとおして海を模索するが、海への内
側に入ろうとする行為は意識的にとっていない。彼女は、ひたすら海の表層で留まっている。博士作品
においては、作品そのものが膜に変容することで、海の表層に留まる表現者のスタンスを確保している。 
 
 一見、憧れや身近な海の存在を知ることから始まった海へのアプローチは、表現の中において徐々に
恐れや不安の感情に変わっていく。「命を吐き出すかのような祖母の表情」「海に入水する」「厳冬期の浜
辺で肌着でたたずむ」行為をとおして、死と隣接した生を作品のテーマに据えている。これらのアプロ
ーチにおいて、生を形成し生を取り巻く環境としての“内なる海”の存在を明瞭に提示したうえで、彼
女にとって海の内側に入ることは、他と同化することに繋がることを暗示している。また、この同化は、
自己存在の放棄に繋がり、自己の存在を消滅させることを物語っている。 
 彼女の表現における内なる海の存在は、命をもつ全てのものを成り立たせていることとして定義され
ている。家族とも、隣人とも、映像でしか知らない女優とも、内なる海によって一体化されている。ま
た、彼女の表現全体に共有する不安や恐怖は、この海の内側を覗こうとした時、またその中に入ろうと
したとき感じる感覚である以上に、生を持つものの入り込めない境界の存在を暗示している。 
 
 絵画から映像、インスタレーションに展開する博士作品において、「生きるために表層を漂う、すべて
と存在するために内側を思う」ことを表現として表出し、海をとおして成立する表現の世界観および現
実感の獲得が町野個人の生に対するリアリティーを明瞭に提示すると共に、社会と共有する課題として、
生の現実性における課題を提示していることは博士としての評価に値するものである。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 町野の論考は、自らの幼少期から育った海辺での体験、海から感受したものから始まっている。海辺
 にあるもの、漂流物、波音、天候や空気の震え等々、諸々すべてが、町野の作品制作の起点を作ってい
る。町野自身が海をよりどころに自分自身を探りながら，同時に自分を取りまく世界・他者との関係を
受けとめているのである。 
 海辺に佇み白いレースで顔を覆った自分自身を写し取った作品は町野の原点とも言える独自の姿があ
る。同時に提示された短い文章には、架空の出来事として、津波に襲われることを希求する思いが語ら
れていて、海への奥深い憧憬と恐怖が文章に編み込まれている。人は意識のなかで生と死をくり返し経
験する。永遠と続くかのようなそのくり返しを、海の波の上に、垣間見る不可思議な表情を浮かべる人
の顔の上に、町野は探っているのである。 
 祖母の死を前にして、故人の「入棺」の儀式を体験した時の挿話には凝縮された時間がある、そこで
の経験がその後の時間のなかでもさらに繰り返され更新され続けて行くことが記述されている。私たち
の“感情の器”が遅れて起こる想起を通して自身の経験を受けとめていることなど、生の営みへの考察
が丁寧になされている。 
 “漂う膜”とはなにか、町野が言う“見えない膜”とは海の海面から、人の顔の表情から、立ち止ま
った足下の床面から、何かが震え，見えている表層のすべてを指している。その上で成されるひたすら
波の律動を刻むかのようなドローイングの行為は、果てのない広がりを予感させる。「海に呑まれる」と
いうドローイングで示された海を吐く姿は、そのまま海に覆われていく姿を想像させる。町野は以下の
鷲田清一の文章を引用することで、そこにある関係性を伝えている。「わたしの存在と他者の存在は、こ
うしていつもとともに同じ一つの現在のうちに係留され、その＜共同の現在＞においてたがいに噛み合
い、交差し、シンクロナイズしあっている。」ドローイングや写真の上で行われていることは、揺れ動い
ている神経の記述であり、海や他者の表情に同調しようとする神経の震えなのかもしれない。 
 町野の作品「静けさと低いささやき」は展示会場の中央目前に張られ、その下部の襞をそのままに垂
らされた布の上に投影されている映像作品である。生まれ育った富山の海岸から望む、海の波や、波打
つ広い海原に雪が降っている風景が、モノトーンの柔らかい調子で、波の繰り返す音とともに映し出さ
れている。波間に入り込む人の姿、口元がクローズアップされた顔の映像が波の振幅と同期しながら挿
入されている。映像は穏やかなリズムで淡々と繰り返される。病で苦しむ人の口元の微妙なゆがみ、一
瞬見える痛みや苦しみ、それは波のリズムのなかで浮かんでは消えるのである。 
 ドローイングと写真から始まり、映像のインスタレーションで展開された作品は、生と死の営みを想
起させるなかで世界＝他者との同期（シンクロナイズ）の試みでもある。自身の体験から記述された論
文と独自の試みを持った作品は博士学位にふさわしいものとして高く評価する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
